
本年度も、4・5年生対象に三重県が実施する「みえスタディ・チェック」を実施しました。その結果の
集計・分析についてお知らせします。

No.14 令和３年９月３０日
校長 西口 昌毅

みえスタディ・チェックとは・・・
これまでに行われてきた「全国学力・学習状況調査」等の解答状況を分析して三重県教育

委員会が作成した問題で、県下の小学校４・５年生が取り組んでいます。算数、国語、理科の３
教科で前学年までに学習した内容が出題され、前の学年に学習したことの定着度を測るもの
です。
令和３年度から、４年生は算数と国語のみとなり、問題量も減ってそれぞれ２０分で取り組み

ました。５年生は、算数、国語、理科の３教科で、各４０分で取り組みました。

4年生 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ１年度
国語 川崎小 ６８．７％ ６４．９％ ６１．２％

三重県 ５６．８％ ５７．４％ ６６．０％

4年生 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ１年度
算数 川崎小 ６８．１％ ５７．７％ ５２，１％

三重県 ５９．０％ ５１．８％ ５６．４％

５年生 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ１年度
算数 川崎小 ６１．１％ ５７．９％ ４２．５％

三重県 ５７．０％ ５０．９％ ４６．５％

５年生 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ１年度
国語 川崎小 ７５．１％ ５７．６％ ４３．６％

三重県 ６０．８％ ４６．２％ ４７．４％

５年生 Ｒ３年度 Ｒ２年度 Ｒ１年度
理科 川崎小 ４７．３％ ４６．８％ ４１．３％

三重県 ５０．９％ ４９．０％ ５２．６％

みえスタディ・チェックの結果 【平均正答率（％）】

４年生 ５年生

Ｒ１～３年度までの３年間の結果を表にしました。

三重県の結果と比べてみると、Ｒ３年度は、５年生の理科を除いて、県平均正答率を４．１～１４．３ポイント上回っていま
す。（５年理科は３．６ポイント下回っています。）
年度によって、問題や受験者が異なるために一概には比較できませんが、トータルで考えるならば、少しづつ、学力向

上の結果が出てきているものと考えられます。

％

％ 三重県の平均正答率を上回ったもの

三重県の平均正答率を下回ったもの

≪１０月児童会目標
気持ちの良いあいさつをしよう≫

～川崎小学校に見られる傾向～
【４年生国語】
・全体的に正答率が高く、基礎的な知識や技能は比較的定着している。
・比較的簡単に解ける問題で、正答率が低いものが見受けられる。
【４年算数】
・全ての問題において、県の正答率より高い。基礎的な知識や技能は比較的定着している。
・分数の意味に関する問題で正答率が低い。
【５年生国語】
・県の正答率を大きく上回る問題が多く、基礎的な知識・技能において力がついてきている。
・結果から読み取り、数字を入れて記述する問題で正答率が低い。
【５年生算数】
・県の正答率を上回る問題が多い。
・基本的な問題はよくできるが、活用する場面で課題がみられる。
・不注意による誤答と思われるものが見受けられる。
【５年生理科】
・基礎的基本的な問題の正答率が低い。
・実験を構想することや、データをもとに分析して、その理由を記述することに課題がある。



～児童が苦手としている問題から～

小５国語３二 の正答率

川崎小 42.5

三重県 22.5

【国語】

【算数】

小４算数１（3）の
正答率
川崎小 42.3

三重県 41.9

小５算数４（２）の
正答率
川崎小 27.4

三重県 36.8

問題を読んでその状況を式で表すことや、なぜその式になるかなど、考えの過程を明らかにしな
がら立式していく学習に力を入れる必要があります。今後は、授業の中で、自分の考えを図や式で表
すことや友だちが考えた式の意味を説明する活動などを大切にしていきます。

県の正答率よりは、20ポイント上回っていますが、正
答率は50％を下回り、他の問題に比べると低いです。上
の４つの〈条件〉すべてを満たした解答が正答ですが、
「特に前後の内容につながるように書くこと」の条件を
満たすことが難しかったようです。文章だけでなく、表
やグラフなど様々な資料から目的に応じて必要な情報を
抜き出し、筋道を立てて話したり、書いたりする学習に
力を入れていく必要があります。

【正答例】
学校の図書室へ行ったこと
が最も多く、十七人でした。
二番目に多かったのは、友
だちに本をすすめられたこと
の八人でした。（57字）

【正答】
イ、エ

【正答】
２+４
または ４+２



【理科】

小５理科 ３（１）の
正答率
川崎小 12.3

三重県 35.7

思考力や表現力をつけるため
にも、観察や実験の結果だけで
なく、結果から情報を読み取り、
何がわかるかを考えて表現する
ことが大切です。
自分の予想を立て、それを確

かめるために、どのような条件
の実験が必要なのかを考え、そ
の実験結果から何がわかったの
か自分の考えをまとめる学習を
大切にしていく必要があります。

学習したことの定着を図るには、
「なるほど」「そうか」「わかった」
と、子どもたちに実感を伴った理解を
促すことが大切です。そのためには、
実際に様々な場所で方位磁針を使って
自分で方位を調べるなど、体験活動を
十分行うことが必要です。また、学ん
だことを生活の中で活用する経験を多
く設け、学習したことが役に立つ経験
を多く積ませることも大切です。

小５理科 ４（３）
の正答率
川崎小 31.1

三重県 27.4

【正答】
ア
南西

【正答】
水の体積の変わり方の方が、空気
の体積の変わり方より小さい。



６年生「学力・学習状況調査」と、
４・５年生「みえスタディ・チェック」の結果を受けて

今回の学力に関するデータは、その学年だけに限らず全ての学年における指導の在り方に結
びつくものです。したがって、結果の分析をもとに、川崎小学校における課題と、その克服に向け
てこれからの指導で特に取り組んでいくことを全ての教員間で共有し、1～6年生の日々の授業
等において意識的に実践を進めてまいります。

これからの指導で特に取り組んでいくこと

国 語

【課題は・・・】
１．文章全体の構成、展開から読み取ること（要約）
２．物語や説明的な文章から読み取ったこと、調べて分かったことなどから、自分の考えを主
張する文章を書くこと
３．目的に応じて様々な情報から読み取ったり、活用したりすること
【取組としては】
１．読み取ったことを整理するために、思考ツールなどで見える化して、論理的に考える活動
を取り入れる。
２．語句、漢字、言葉（思考に関わる語句など）を使って日常的に書く活動を取り入れる。
（言葉のたからばこの活用）
３．目的に応じて情報を見比べたり読み取ったりして、自分の考えを書く活動を取り入れる。
４．読書活動を活用する。（ただ読むだけでなく、本の紹介や内容を要約など）

算 数

【課題は…】
１．求め方や意味を説明すること
２．データ（グラフ、関係）を読み取ること
３．考え方や、判断した理由を記述すること
【取組としては】
１．式や解、公式などの意味を考えさせ、説明させる。（線分図、数直線、絵などを活用して）
２．他教科や生活の中にあるグラフや資料の読み取りを活用し、説明させる。
（理科や社会、総合的な学習などで、グラフからわかることを文でまとめたり、
結果をグラフでまとめ、表現したりする。）

理 科

【課題は…】
１．知識・技能の確実な定着
２．実験を構想すること
３．データを基に分析して、その理由を記述すること
【取組としては】
１．単元ごとに定着すべき知識・技能（実験方法やその操作の意味を含む）を身に付けている
か、単元ごとではなく、定期的に確認する。ぐんぐんタイムで。
２．実験や観察の意味を考え、予想、実験・観察、結果、考察の流れで学習を行う。
３．必要なデータを見つけるために、予想を丁寧に行い、結果と考察の意味を捉えて書くこと
を継続する。


